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大引っ越し！ 

暑いさなかの８月にはじまり、休日を利用して１０月末までに大引っ越しをしました。 

振返って１回目の配食サービスの引っ越しから数えると、今回は何と１５回目。毎回、事業ごとの備品や

建物が違うので１５回と言っても手慣れた作業とはいかず、更に今回は事務局の移動も含まれていた為、

大量の書類がありました。そんな中で参集した１６名の職員による分担と連携で作業が進み、そのチーム

力は感動ものでした。 
今回の引っ越しで、３つの拠点の事業が効率性と質の向上を目指して整理されました。 

以下は、変更後の各拠点の事業内容です。 



 

p. 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

               

 

 

 

 

 

： 

  

    

 

 

 

 

 
 

 

 

 事業所 旧住所 新住所 TEL/FAX(赤字のみ変更) 

住

所

変

更 

事務局 

〒981-3213 

泉区南中山 2-2-3 

〒981-3213 

泉区南中山 2-12-3 

TEL/FAX  022-376-7679 

介護保険事業・居宅支援・助け合い 

ホームヘルプサービス・助け合い 
TEL      022-348-4887 

FAX     022-348-4880 

計画相談(成人･児童) 

トータルサポートセンターゆう 
TEL/FAX 022-348-2151 

児童発達支援(※１) 

ピーターパン長命ヶ丘 
〒981-3212 

泉区長命ヶ丘 2-22-1 
TEL      080-7248-9245 

TEL/FAX 022-772-0072 

短期入所 

ショートステイゆう 
※新規事業 TEL/FAX 022-376-7665 

自立訓練(生活訓練)・就労継続支援 B 型 

ワークスペース歩゜歩゜ 
泉区南中山 2-12-3 
泉区南中山 2-2-3 〒981-3213 

泉区南中山 2-2-3 

TEL/FAX 022-379-0279 

変

更

な

し 

地域活動推進センター 

ほっとスペース歩゜歩゜ 
 TEL      080-1695-0093 

放課後等デイサービス(※2) 

ピーターパン長命ヶ丘 
〒981-3212 泉区長命ヶ丘 2-22-1 TEL/FAX 022-772-0072 

放課後等デイサービス･児童発達支援 

ピーターパンふくおか 〒981-3225 泉区福岡字堰添 44-8 TEL/FAX 022-208-5527 

児童発達支援センター･地域支援事業 

仙台市サンホーム 〒981-3132 泉区将監 8-9-1 
TEL      022-373-1306 

FAX     022-703-1255 

大引っ越し！ 

さて、これまでのグループゆうの引っ越しは、様々な理由でその拠点にいる事が出来なくなった為のも

のでしたが、今回は、現在の拠点で抱える事業課題の解消と新規事業の開始の為の引っ越しでした。 

ピーターパン長命ヶ丘は二つの事業を一つの拠点で行うことの事業時間の制限と事業に合わせて１日に

２回部屋の構造を作り直す不便さの解消にむけて、ワークスペース歩 歩゚ ぱ２つの拠点を行き来してのプ

ログラムの実施や職員配置の煩雑さの改善等にむけて等です。また、一つの拠点を利用して短期入所を開

始し、長いこと積み残してきた“いつでも当てになる生活サポート(３６５日２４時間)”の中の、２４時間

のサポートの選択肢を準備中です。  

グループゆうは非営利の活動体で、これまで個人のご寄付や団体から様々な支援を受けて事業を継続し

ており、そのサービスは社会資源の一つであると位置付けています。 

今後も必要をサービスに創る使命を継続していきたいと考えていますので、皆様の変わらぬご支援をお

願いいたします。 

(※1)(※2)…ピーターパン長命ヶ丘は“児童発達支援”のみ移転、“放課後等デイサービス”は現状のままです。 
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  ●ピーターパン長命ヶ丘よりお知らせです● 

支援は同じスタッフを 

中心に対応させて頂き、事業所名は 

変わらず「ピーターパン長命ヶ丘」

です。 

児童発達を利用したいお子さんの中には、

平日幼稚園や保育園を利用されていること

から午後の時間や土曜日の利用を希望され

る方も多いこともわかってきました。そこで、

7 月より、土曜日の児童発達支援事業の開所

をスタートさせました。 
 

時間：午前   9:30～11:30(月～木･土) 

午後 13:30～15:30(土のみ) 

 

ピーターパン長命ヶ丘 児童発達支援事業 

〒981-3213 仙台市泉区南中山２丁目１２－３  1階 

TEL：080-7248-9245／TEL/FAX：022-772-0072 

 

ピーターパン長命ヶ丘よりお知らせ 

１２月よりピーターパン長命ケ丘の児童発達支援事業が移転することになりました。 

現在はまだ長命ヶ丘の拠点にて事業を継続しておりますが、１２月からの場所移動に向けて準備を進めております。 
                        

[引っ越すことになった経緯] 

放課後等デイサービスから始まったピーターパン長命ヶ丘に新たに児童発達支援事業が加わり、５年が経ちまし

た。未就学のお子さんの育ちの保証の場を作ること、子育て中の保護者の方の相談や育児負担の軽減を目的として

始まり、現在、３～６歳のお子さん方を中心に、他の事業所や保育園などと併用しながらご利用いただいています。 
 

 しかし、同じ場所で「児童発達支援事業」と「放課後等デイサービス」の２つの事業を行うことでいろいろな不都合

が見えてきました。児童発達を利用するお子さんと、放課後を利用するお子さんでは、使用するテーブルや椅子、玩

具など、大きく違います。また、わかりやすくかつ使いやすい空間や動線、個別に配慮した環境設定も異なってきま

す。これまでは、これらを毎回全て入れ替えながら支援にあたってきました。そのため、放課後のお子さんが長期休

業などで朝から事業所を利用したい方がいる時も、受け入れに困難さがありました。 
  

今回、これらの不都合を解決し、より個別に配慮した環境設定をするために、「児童発達支援事業」を１２月１日から

下記の場所に移転し、多機能型事業所としてそれぞれの事業を専用の場所で実施できる環境を整備いたしました。 

スタッフ一同、これまで以上に質の向上に取り組んでまいります

ので何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、ご不明な点

やご意見等ございましたら、いつでもお問い合わせください。 

おやつを食べるエリアや
遊びのエリアなど準備中
です 
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・たまには家を離れてゆっくり過ごしたい！ 

・将来の自立に向けて、家族と離れたところで

試しに泊まってみたい！ 

・家族が、急な用事で出かけなければならなく

なった・・・。          等 

 
 

 

 

 

            

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〒981-3213 仙台市泉区南中山 2-12-3   

☎ ０２２―３７６－７６６５   
担当：高橋

たかはし

 辰
たつ

徳
のり

 

・宮城県仙台市または近隣の市町村にお住まいの方 

・障害程度区分１以上に｢障害福祉サービス受給者証｣をお持ちの方で

「短期入所」が支給決定されている方 

・精神科医療機関に通院中の方で、主治医の承諾が得られている方 
 

・障害福祉サービス費（世帯収入等により金額が変わります。） 

・食事（朝 250円、夕食 350円※食事提供体制加算該当の場合） 

・光熱費（1泊 350円）など 
 

・ご利用していただくためには、市町村による障害程度区分の認定、障害

福祉サービスの支給決定が必要になります。 
 

 木・金・土 １７：００～受け入れ 

介護に携わっているご家族が病気になっ

た場合や冠婚葬祭や旅行などで一時的に

介護が出来ない場合に利用できる障害福

祉サービスです。 

その他にも、ご自身の休息や、将来的な

自立に向けてご家族と離れた生活の体験

を目的としても利用する事が出来ます。 

 

何かご不明な点がございましたら、遠慮なく 

お問合せ下さい。 

また、見学･相談も随時受け付けておりますの

で、皆様からのご連絡をお待ちしております。 

ショートステイゆう（短期入所）のご案内 

 

▲宿泊部屋 

▲キッチン・ダイニング 

ショートステイゆうのご案内 

こんな時、ショートステイゆうに
泊まってみませんか？ 
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事業紹介／ほっとペース歩゜歩゜[地域生活支援] 

＝成人支援を３回シリーズでお届け致します／41号｢自立訓練｣／42号｢就労継続支援Ｂ型｣／43号｢地域生活支援｣＝ 

法
人
内
事
業 安 心 発 揮 

就労前支援 就労支援 就労後支援 

仙台市 

地域活動推進センター 

「ほっとスペース歩 歩゚  ゚」 

仙台市 

地域活動推進センター 

「ほっとスペース歩 歩゚  ゚」 

就労 連携 就労準備 連携 

自立訓練(生活訓練)事業所 

「ワークスペース歩 歩゚  ゚」 

 

就労継続支援 B 型事業所 

「ワークスペース歩 歩゚  ゚」 

自立生活 連携 

「ほっとスペース歩 歩゚ 」゚ の 

ネットワーク 

自 立 

今回は、成人期支援の内容紹介として、以下を紹介します。 

① 成人期支援における「仙台市地域活動推進センター『ほっとスペース歩゜歩゜』」の概要図 

② 仙台市地域活動推進センターの実施状況一覧（２０２２年６月の事例） 

③ 支援で大切にしていること 
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◆Dr の仲介・・・いろいろな福祉

サービスで定着できず在宅に

ある成人の当事者とご家族と

面談し契約。家族支援を含め 7

月から相談に入る。 

◆ご兄弟の仲介・・・仕事が定着

せず心配とのことで面談し契

約。今後自己理解を深める相

談や必要があれば検査等の実

施の支援を行う予定。 

◆A型事業所閉鎖に伴い、ぽぽから就職した 2名の

方の次の職場開拓を行った。1 名は A 型事業所へ、 

1 名は企業の障がい者雇用に向け見学等実施中。 

◆A型に就職した方 3人の、業務内容の変更があっ

たので、企業担当者に丁寧な説明を求めたり、環

境整備への配慮を依頼する必要があり、ご本人と

事業所とのケース会議を開催した。 

◆労災の怪我で入院していた方が退院したので、

リハビリ期間や職場復帰等について病院と事業所

との情報共有をはかる相談支援を継続している。 

◆ケースカンファレンス・・・自閉

症スペクトラム傾向のお子さん

の登園拒否や不登校に関し

て、幼稚園や学校に訪問し、ご

家族や先生方とのケースカン

ファレンスを実施（２件）。 

◆スーパーバイズ・・・児童館職

員との勉強会・相談および小

学校・中学校の児童の保護者

相談の実施。 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

事業紹介／ほっとペース歩゜歩゜[地域生活支援] 

１．実施状況

就労先 生活支援先

本人 家族
企業・

A型

  GH・居

宅事業所
就労先 生活支援先

12 25 20 5 7 22 4 142 12 1 0 8

２．業務事項 (一部抜粋）

幼稚園・

学校等での

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽ

地域連携

アーチル
個別

プログラム

相談
余暇

活動

通院

同行

個別

相談

事業所相談

来所 アウトリーチ 電話相談

実施年月：2022年6月 登録：36人　　延利用者：258人開催日数：23日(内、土1日）

相談支援の核心は、『自己理解』です。人は、相手から受け止められて、自

己理解の硬い扉が少しずつ開かれていきます。困っている時に、自閉症で

あるとかないとか、障がいがあるとかないとか、カテゴリーで自分を分かっ

たふうに、理解されたくありません。そういう神経質な性格だから、考え過 

ぎよと言われても、心に響きませんね。今の姿を、そのまま受け止めてもらい 

たいのです。なぜ、こんなに苦しいのか、どうして思うがままに生きられないのか、苦悩の渦に巻きこま

れているのです。 

 向き合っている支援者は、痛みや悲しみ、答えのないもどかしさそれ自体を受け止め、混乱の渦の中に、「止まり木」を

一緒に見つけていきます。疲れた羽を休め、傷んだ「心の産毛」を整えましょう。自分で自分を労わる力が、その人には、

必ずあります。その力が出るように、「止まり木」で、一旦、見つめ直しましょう。立ち止まれると、「自己理解」の扉が開か

れます。ケアー（care）の語源は、「悲しみや痛みを共に感じる」関りを意味します。何かをしてあげるのではなく、一緒に

「止まり木」で、見つめ直すことが、人として、尊厳を大切にすることだと考えます。 

        「守られ」「見つめ直し」「大切だと思われる」と、向き合う力が生まれてきます。褒められても、「自

己肯定感」は高まりません。褒められないと、価値がないと感じますから。「自己肯定感」は、「大切にさ

れる」と生まれます。すると、手帳を取り、準備のために、社会サービスを利用してみようと、一歩前進し

ていきますね。ご本人・ご家族が、一歩前に進めるように、共に「ある」ことが、相談支援の要でしょうか。 
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自立支援は、当事者が、本人らしく「暮らす」「働く」「楽しむ」こと

をイメージしています。家族とどのように過ごし、どのタイミング

で、一人暮らしを始めるのか。歩゜歩゜が以前実施した『一人くらし 

調査』を通して出会い、懇意にしている不動産屋さんに協力し 

てもらい、アパートを探します。聴覚過敏も伴う方も多いので、 

内見する物件も多くなりますが、快く付き合ってくれる不動産屋さんに感謝。 

また、一人暮らしを支えるため、家事支援のヘルパーさんにも入ってもらって 

います。更に、グループホームが合っている方もいて、世話人の方に、人柄や特性をお伝えもしています。更にグルー

プホームを 2 年ほど経験し、自立スキルに自信が付いて、アパート暮らしに移る方もいます。 

 自己受容し、相手からも理解され、「安全感」「安心感」が育ち、法人内の自立訓練等の福祉サービスを利用して、アセ

スメントを丁寧に行います。就労イメージが付いたら、職場開拓をし、一般就労の障がい者雇用やＡ型・Ｂ型事業所に就

労を果たしていきます。障害者基礎年金も取得し、経済的な自立基盤が出来上がっていきます。 

『架け橋』として、職場や病院・グループホームに出向き、その都度、ご本人を交えて、話し合いを持ちます。ご本人の

思い、見え方、捉え方を伝え、周りの人の感じ方、捉え方も引き出していきます。相互に、渡る『架け橋』を、その都度、作 

るイメージです。ご本人と職場、ご本人とグループホーム、ご本人と病院を「繋げた」から、それで良 

し、とする支援事業所が多くあります。相互に、誰も渡らない「橋」を作っただけで、良いのでしょう 

か？ご本人が渡ろうとし、渡り始める「架け橋」、周りの人も渡ってみようと思い、渡り始める「架け 

橋」でないといけません。どの川筋の、そのような流れのところに、どの形の「架け橋」を作って、渡り 

合い、出会えるのか、そのイメージが、自立支援だと感じます。 

「架け橋」作りには、「言葉」が大切で、「伝えて」、そして「伝わる」言葉探しだとも言えます。「伝わった」時の、双方の

「笑顔」、双方の「間」に生まれる、穏やかな、ほっとした空気は、心地良いものです。 

 

 困難事例に出会っている職員（法人内のサンホームや放デイのピーターパン職員）のスー

パーバイズを行っています。アーチルや児童館・保育所・幼稚園・学校に出向き、ケースカンファ

レンスも行っています。保護者面談に同席したり、家庭訪問に同行して、職員と一緒に格闘して

いますが、その狙いの一つは、「人材育成」にあります。 

 そこで、「人材育成」と聞くと、どのように人を「育てる」のか、といった観点に立ちやすいの 

ですが、本当に、そうでしょうか？ 

  「親」は、子どもを「育てていく」ことになりますが、最初から、「親」だったのでしょうか？「親」は、子を育

てながら、「親」になってきたのではないでしょうか？つまり、子に「育てられて」親になっていくように感じ

ます。保育士も教師も医者も介護者も、子供から、生徒から、患者から、お年寄りから、何かを学び取り、〇〇 

らしくなってきたのです。もちろん、支援者も、当事者やご家族から「育てられて」「支援者らしく」なっていくのです。 

何か足りないところ、出来ないところを身に付けさせることが、支援の根本ではありません。「障がい児者」は、何か

が欠けている不完全な人ではありません。自分の思いも聞いてもらいたい、わかってもらいたい人であり、その人自体

に何かが欠けているわけではないのです。支援者は、本人の思い（こころ）、やりたくて、出来そうなところに踏み台を

差し出すのが支援の在り様で、その思い（こころ）はとても大事なものです。でも、大事なものはなかなか見えないので

す。見えないものが大事なのです。（『星の王子さま』） 

ですから、ご本人へのアセスメントで、アセスメント項目を埋めることだけではなく、本人と出会って知った「エピソー

ド」から支援者自身が何を感じたのかが大切なのだと考えています。私は、この「感じられてくるもの」が宝物であると

思っています。 

「見ること」を通じて、「感じ取る」感性を育まれ(当事者から)、その感覚の共有から信頼関係が育ま 

れてくる経験を、何とか後進者の育成につなげていきたいと、現在向き合っています。 

事業紹介／ほっとペース歩゜歩゜[地域生活支援] 
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 私とグループゆうとの関わり 
                  サポートはぎ診療所 医師 

                       発達外来 金野 公一 
 

今から２０年ほど前の平成１５年の４月にそれまで働いていた横浜市から仙台市に戻って来ました。 

横浜市では、２～３才のお子さんたちの相談に関わっていました。医師という立場から、主な仕事は発達に

心配のあるお子さんの診察でした。私の職場は、診療所とそれに付属した通園施設がありました。通園施

設には 100名程の子どもたちが通っていました。クラスが幾つかあり、仙台市でいえばサンホームやなか

よし学園などに相当する施設と、診察後発達検査などいろいろな検査を終えた後、週１～２回のペースで

通いながら、次の行き先を捜す集団に対応する早期療育科という部門もありました。 

今サンホームの嘱託医として仕事を与えていただいていますが、横浜市での経験が役立っています。 

また、私のもう一つの仕事は、成人した人の相談と精神障害者保健福祉手帳や障害年金の診断書作成

にも関わっています。 

仙台市は、成人した人たちの発達障害などの相談に乗る専門家は少ないので、私はかなり前から大

人になった人たちにも関わっていました。成人通所施設の嘱託医や私が１８年前から所属しているサポー

トはぎ診療所（仙台市手をつなぐ育成会が運営している診療所です）で相談や診断書の作成に関わっ

てきました。今では、グループゆう利用者の方々の診断書作成などにも時々関わらせていただいておりま

す。ほんのわずかな関わりですが、認定特定非営利活動法人グループゆうのお役に立てば、と思っており

ます。 

私は２才下の弟に発達障害があったので、母親の苦労を間近で見てきました。それでこの問題を自分

の生涯の仕事にしようと思い、この半世紀５０年にわたって秋田市と横浜市そして仙台市で仕事を続けて

きました。 

長年にわたる経験から、子育ての上で最も大事なことは、障害があっても情緒的に安定し穏やかで暮

らしやすい成人に育って行くことだと考えるようになりました。そのお手伝いを、微力ながら、続けています。

穏やかに暮らせるよう、願ってやみません。 

応援団 

＊金野先生から学んでいること＊ 

平成１８年に仙台市地域活動推進センター｢ほっとスペース歩 歩゚ ｣゚を始めてから、先生には、いろいろとお

世話になっています。成人期では、精神保健福祉手帳や障害者基礎年金の診断で、お手伝いを頂いておりま

す。先生は、おしゃっています、「手帳や年金を取るだけの診察ではなく、この診察を機会に、ご本人やご家

族の特性理解を深めるために、診察していきたい」と。 

他の医師の診断書は、極めて簡便です。1行2行しか書かれていないものもあります。どう、ご本人が困り、

どのように理解してもらいたいのか、全く伝わりません。先生は、違います。丁寧に聞き取り、ご本人の困り

感を、我が事のように、書いてくれています。なんとかご本人・ご家族の思いを伝えたいと、言葉を選びなが

ら、診断書に向き合う先生の姿勢に、診察同席の度毎に、感心しています。私も、この姿に近づこうと心に留

めています。これからも、学ばせて頂くためにも、ご自愛頂きたいと切に願っています。 

          仙台市地域活動推進センター「ほっとスペース歩 歩゚ 」゚佐藤 裕信 
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おもちゃで上手に遊ぶことができたときは、できた

ことを褒めます。褒められてることで遊び方を充分理解

すると一人で遊ぶことにつながっていきます。また、普

段は関心を持たなそうな遊びでも、遊び方が分かりや

すい形になると“楽しそう、やってみたい”と思う気持ち

が芽生え、興味の幅を広げるきっかけになります。 

支援アイデア紹介／余暇の過ごし方と支援のポイント 

意味の分かりやすい遊びを提供し、遊び方や楽しみ方を教え、 

興味の幅を広げる 2 

1 ご本人にとっての楽しさや心地よさの感覚を意識する（アセスメント） 

▼粘土の型抜き ▼積み木のケーキ組み立て 

▼動物の形合わせ ▼フルーツパズル 

ご家族から「ピーターパンでは穏やかに過ごすことができているようだが、自宅やその他の場所での過ごしに困

っている。」という相談をよく受けます。障がい特性によって、遊びや好きなことを探して一人で遊ぶことが難しい

事があり、ピーターパンふくおかでは、余暇の過ごし方は学んで身に付けていく生活スキルの一つだと考えていま

す。そこで、事業所で遊びの内容や提供方法、環境設定をアセスメントし、穏やかに過ごせた経験を積み上げ、それ

を自宅でどの様に取り入れ、生活習慣の一部に取り入れていけるかが大切だと考え、ご家族と協働して一緒に考え

ています。具体的には、保護者の方に自宅での様子を詳しく聞き取り、どんなことから始められそうかを話し合い、定

着までの行きつ戻りつを繰り返します。今回は、余暇時間の過ごし方や、広げ方について、ピーターパンふくおかが

取り組んでいるものの一例をご紹介します。            [ピーターパンふくおか管理者 浅野弘絵] 

ご本人がどういう時に楽しいと感じるのか、どういった過ごし方を好むのかを様々な場面でアセスメントし、それを

余暇時間でどのような形で提供できるかを考えてみましょう。アセスメントの場面は、おもちゃで遊んでいる場面だっ

たり、外出時だったりに加えて、お手伝いなど家族に感謝される経験や一人で行動できた達成感などの様々な経験

をしている場面も含めてアセスメントを取ります。 

具体的な方法としては…普段の遊び方の観察や遊びの発達段階の把握 

               自宅での過ごし方の聞き取り、好みそうな新しい遊びの試行 等 

発達段階に応じたおもちゃを用意します。・・・特に幼

少期に次々に遊びを展開していくけれど、どれも長くは

続かないといった悩みを抱えている方も多いようです。

またおもちゃの遊び方がわからずに、周りの人が困って

しまうような遊びになってしまうこともあるようです。

そんな時はＰｏｉｎｔ1 のアセスメントをもとにそのお子さん

の許容できる遊びの形に変えてあげます。 

おもちゃを用意するだけでなく、遊び方や楽しみ方

を一緒に遊びながらお手本を見せ丁寧に教えます。 

また、市販のおもちゃを“遊び方が分かりやすい”か

つ“終わりが分かりやすい”ように工夫して提供し、遊び

方の理解に繋げます。また市販のおもちゃの他に一人ひ

とりの興味関心やスキルに合わせて手作りの教材も準

備します。 



 

p. 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援アイデア紹介／余暇の過ごし方と支援のポイント 

 余暇時間の環境設定や教え方の段階にも配慮が必要です。余暇を上手く過ごせない方の中には、いつまで何をし

て遊んだらよいのかが分からなくなってしまうことが原因となることがあります。一人で穏やかに余暇時間を楽しむ

ための練習をしてみましょう。 

 

 

自分の好みや意思を意識したり、確認したりする経験を積むことで、

将来的には余暇を選択できるように支援する 

▲こういったスタイルで余暇時間を穏やかに１人で過ごすという

経験を積んでいきます。 

慣れてくると徐々に「今はやりたくないもの」や「今やりたいもの」な

どの意思の表出(コミュニケーション)が出てきます。 

 

▲『ここで今できる遊びはなにか』が分かるように

チョイスボードやリストにして提示します。 

様々な遊びの中から自分で選んだもので余暇

を過ごすという形が取れるようになってきます。 

 

3 

アセスメントや実践をもとに家庭で行える余暇として具体的なプランの

提案をし、情報共有しながら保護者との協働で進める 4 
 まず、保護者の方のお話を丁寧に伺いましょう。そして、どんなことから始められそうか、事業所側がサポートで

きることはどんなことか話し合ってみましょう。 

 

ご家族だけが長い時間の過ごしを担っていく

ことや、遊びの幅を広げていくことは大変だと思

います。ご家庭での過ごしにお困りのことやお

悩みのことがありましたら、ぜひ事業所にご相

談ください。そして、おうちではどんな遊びを好

んでいるか、興味を持っていそうなことなどの情

報は支援者に是非お知らせください！どんな

些細な情報でも余暇のヒントになるかもしれま

せん。どんな過ごしができそうか一緒に考えて

いきましょう(*’ω’*) 

 

ᵶἐ  Ỏԃᾒ  

遊びの発達支援や余暇支援は事業所の大きな役割だと

考えています。事業所で取り組んだ遊びやゲーム、調理などの

経験を療育の場だけの特別な経験に終わらせずに、家庭で

の過ごし方に反映させていくことを目指しています。 

ご家庭の中で無理なく取り入れられそうな具体的な方法や

アイデアをお伝えできたらと思っています。また、情報をお伝え

するだけではなく、保護者の方とともに考え、準備し、実践を

サポートして、子どもたちが最も長い時間を過ごすご家庭で穏

やかなで心地いい時間を過ごすことを目指してご家族をバック

アップします。必要な時はお声がけください♪ 
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 世の中のキャンプブームにのっかって、3 年

前から年に 2～3 回ほどキャンプに行くように

なりました。「キャンプは冬がいい！」なんて

話を聞きますが、私は寒いのはきっと無理なの

で、今年はもうシーズンオフですס 

 私の中の勝手なイメージとは異なり、炊事場

の水道からお湯が出たり、トイレもきれいなこ

とにびっくり！初めてテントに泊まった『吹上

高原キャンプ場』は、近くの温泉が流れている

川で温泉たまごを作れたり、夜は星がきれいで

楽しんでます。 

 おすすめの 

キャンプ場が 

ありましたら、 

是非教えてくだ 

さい☆ 
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ご寄付は、今期は新型コロナウイルス感染予防のために使わせていただきます 

スタッフリレー／NEW職員紹介／賛助･ご寄付のお礼 

発行：認定 NPO 法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-12-3 

TEL/FAX：022-376-7679 

（※敬称は略させていただきます） 

浅野弘絵､アフタースクールぱるけ､荒井圭子､上島香弥乃､内館昭子､柏 貴之､川目康雄､川目欣史､菊池律子､木村雅彦､ 

栗田政利､近藤 満､今野可成江､清水八千代､進藤まき子､高橋貞雄､高見智之､谷 美輝､ティーチみやぎ 鈴木久一郎､寺田光代､

(特非)麦の会､永原敏男､平井英一､深畑 亮､松本哲夫､丸登志子､本橋 尉､若生三枝子､渡邉清乙､渡邊 昇､渡辺令子､匿名 2 名 

   グループゆうの活動への賛助及びご寄付のお礼  （R4 年 6 月～10 月） 

ご支援ご協力ありがとうございました！ 
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 スタッフ リレー 

職員が職員にバトンを渡し質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介する 

コーナーです。第 8 走者「菅野佳奈美さん」から第 9 走者「関野 緑さん」へバトンが渡されました。 

 

第 9走者 関野 緑さんから、ワークスペース歩 歩゚ の゚安藤 雪華子さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 

 自由記述欄    

●第９走者：関野
せ き の

 緑
みどり

 

●所属：仙台市サンホーム 

●勤続年数：4 年 

●出身地：ほぼ仙台市       娘が描いた似顔絵 
 

 関野さん教えて！ ※菅野佳奈美さんからの質問です 

●お休みの日の過ごし方：買い物（産直のお店♡） 

●好きなおやつ：うまい棒（特にチーズ味） 

●おすすめの絵本：「おばあさんのねこになったねこ」 

●不思議体験ありますか：いつも通っていた道にある 

トンネルが 2 つのはずなのに、3 つだと感じたこと。 

●好きな芸能人：マツコ・デラックス  

●ネコの好きなところ：すべて！ 

仙台市サンホーム 

石川
いしかわ

 久瑠未
く る み

さん 

R4₴ 4  

・趣味･特技…野球観戦・ヨガ 

・好きな言葉…「一期一会」 

・抱負…日々勉強し、信頼してもらえる 

保育士になれるよう頑張ります。 

ピーターパンふくおか 

佐々木
さ さ き

 舞
まい

美
み

さん 

R4₴ 7  

・趣味･特技…料理・ドライブ 

・好きな言葉…「失敗は成功のもと」 

・抱負…緊張しやすいので、いつも笑顔で 

いるように心掛けたいと思います。 


